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総論では、本研究の目的と意義を述べ、第 1 章では、デンプンの粉体特性を検討し、 1 )デンプン
粉末の見かけ比容積、流動性や飛散性などの変化は、粉体の堆積構造に関係する。 2 )濡れ易さは、
デンプンの内部粗脂肪量の低下にともない容易となる。 3) デンプンの粉塵爆発エネルギーはその種
類にかかわらず、強力で微粉末石炭に匹敵することなどを認め、デンプン粉体をとり扱う場合の設備
や安全面についての対策を確立している。
第 2 章では、デンプン糊化時の粒構造のゆるみと糊液のレオロジカルな物性とは、強い相関のある
ことを明らかにしている。たとえば、デンプン粒の分散度の増大につれて、糊液の弾性係数は粘性に
比し低下し易く、したがって、曳糸性は増大しこれら物性の変化は小粒子より大粒子に顕著で、あるこ
とを見出した。これらの基礎検討から、デンプン糊液は、アミローズ溶液中に膨潤粒が懸濁している
不均一コロイド系であり、その物性は両者の相互作用にもとずくことを立証した。
第 3 章では、各種の利用工業で実施している糊化方式、すなわち、繊維や製紙工業で行なっている
常庄および高圧糊化、醸造や米菓工業での蒸煮糊化、 ドラムドライヤーによる高濃度域での糊化乾燥
や、接着剤として使用する場合のアルカリ常温糊化について検討し、その機構を解明して適切な手法
を開発した。また前章の結果と関連させて各種デンプンの粒構造の強弱分布のモデル図を推定した。
第 4 章では、高濃度デンプン糊が示すゲルや乾燥フィルムの物性を検討し、デンプン粒の分散が進
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むとゲル強度は弱化するが、フィルムの強度、伸度は増大することを認めた。特にフィルム物性は尿
素の添加により改質され、尿素が糊化を促進するとともに老化を阻害するためであることを推論した。
結語では、各章で得られた結論を要約し、今後のデンプンの利用開発の方向を示唆した。
論文の審査結果の要旨
本論文は、デンプンを使用する場合に問題になる複雑な物性の変化は分子レベルでの検討では、充
分解明できないことを指摘し、デンプン粒子の挙動を利用の実際面に関連づけて検討している。
デンプンの粉塵爆発の測定法を確立し、この現象と関連して、デンプン粉体の見掛け比容積、流動
性、飛散性、キシミ、濡れやすさなどが水分含量、粗脂肪含量などにより左右されることを見出し、安
全対策への示唆を与えている。
また、工業的に用いられる各種糊化方式を研究し、糊液は、デンプン粒が、吸水、膨潤し、溶出ア
ミローズ溶液中に膨潤粒が浮遊している不均一コロイド系であるが、加工糊化では、分子レベルまで
の分散が可能であるとし、糊化特性は、各種デンプン粒を構成する分子の集合力分布を仮定すること
によって説明されることを示している。またデンプン粒のゲル、フィルムの特性に対するデンプン粒
の分散の影響を明らかにし、またその性質を各種の添加剤によって改善する方法も提案している。
このような知見は工業的にも、学術的にも貢献することが大きい。よって本論文は博士論文として
価{直あるものと言忍められる。
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